














要約:富山スタディ対象者から抽出した 250 人に同一の家族歴調査票を用いて二度アンケ

ート調査を実施し、有効回答 201 家系での再現性を評価した。2 回の回答の不一致率は 6

成人病の平均値で母の 3.4%から父方祖父の 16.3%であった。不一致率は高脂血症で他疾患

より高く、概して父方が母方より、祖父が祖母より高かった。内訳では1回目「既往なし」

で 2回目「不明」、「回答なし」が多かった。また、本研究で採用する家族歴評価法へのこ

の不一致の影響は大きくないという結論が得られた。


